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都市と農村の交流、６次産業化、移住・定住の推進など、農山漁村が
有するポテンシャルを引き出すこと等による、地域活性化等に取り組ん
でいる優良事例を全国で募集しています。

審査の結果、優良事例として選定されると、首相官邸で選定証が授与
され、様々なイベントへの出展支援などを通じて、全国的な情報発信の
後押しが受けられます。

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html

「ディスカバー農山漁村の宝」募集中です！！
む ら

H-SATTバックナンバーはホームページへ！
http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/h_satt/index.html

農林水産省では、地域の農業を農業集落別の詳細なデータにより分析を行えるデータベースを
ホームページで公開しました。このデータベースは、農業集落（全国約14万）を単位とし、農林
業センサスの結果と各種情報を独自に加工･再編成したデータを提供するものです。

これらのデータは各種情報を加工したものであるため、特性上、集落毎には正確とはいえませ
んが、今後の人口の見通し、年齢別の人口数、産業等の面から、関係機関の方々によって地域農
業や地域コミュニティについての多角的な把握や分析をすることが可能になりましたので、広く
ご活用下さい。

農業集落等の状況をきめ細かく把握できるようになりました

http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/index.html

主な内容

Pick up！！
・「ディスカバー農山漁村の宝」募集中です！！
・農業集落等の状況をきめ細かく把握できるようになりました

兵庫県農業の6次産業化の販売額は前年より6％増加
都市農業振興基本計画説明会が開催されました
GAP（農業生産工程管理）の取り組みを推進しています

粋♡意気農業人

需要に応じた米生産を推進しています！！
水稲調査へのご協力のお願い
ご存知ですか？自分に合った農業支援策を探せます！

詳細は

詳細は
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GAP（農業生産工程管理）の取り組みを推進しています

兵庫県農業の6次産業化の販売額は前年より6％増加

平成26年度の兵庫県の6次産業化の農業生産関
連事業の年間販売金額は､416億円で､前年度の
393億円に比べ24億円(6.0％)増加しました。

この内訳を業態別にみると、農産物の加工は、
新商品の開発、営業日数の増加に加えインター
ネット等を利用した宣伝効果で購入者数が増加し
たこと等により7.0％増加し、農産物直売所は、
販売面積の増加等による規模拡大、営業日数の増
加や積極的な宣伝効果による入場者数の増加等に
より8.3％増加しました。一方、その他農業生産
関連事業（観光農園、農家民宿、農家レストラ
ン）は15.4％減少しました。

今後も多様な支援策等を活用し、更なる6次産
業化の推進を図ります。

0

100

200

300

400

25年 26年

32億円

116億円

245億円
265億円

124億円

27億円

（億円）

資料：平成26年度6次産業化総合調査結果（概数）より

兵庫県の6次産業化（農業生産関連事業）の販売実績

都市農業振興基本計画説明会が神戸で開催されました
6月29日、神戸市勤労会館において、兵庫県内の行政機関、ＪＡ、農業者など約70名の参加の

下、都市農業振興基本計画の説明会が開催されました。
説明会では、本省担当者から基本計画の概要について説明があり、その後質疑が行われ、｢相続

税の猶予措置について営農困難時以外の貸付にも拡大し、農地を担い手に貸付ける制度が必要｡｣､
「農業振興地域外での農地中間管理事業のような制度の創設が必
要ではないか。」、「担い手の確保について、都市版認定農業者
制度の創設を。」など要望や意見がありました。

本省担当者からは、税制上の生産緑地の貸借と定期貸借が可能
となる制度は一体となって検討を進めること、農地中間管理事業
は、農業振興地域で対象としており、全体のバランスを見ながら
検討をする必要があること、担い手の認定ができないか検討中で
あること等が説明されました。

GAP（Good Agricultural Practice：農業生産工程管理）は、農業生産活動における各工程の正
確な実施、記録、点検及び評価を持続的に行うことにより、食品の安全性向上、環境の保全、労
働安全の確保、農業経営の改善などにつながる取り組みです。

近畿農政局では、6月28日京都市内において「近畿ブロックGAP普及・拡大を目指した推進会
議」を開催し、GAPの普及・拡大のための具体的な取組方向等について、説明及び意見交換を行
いました。

会議において、農林水産省では、「GAPの共通基盤に関するガイドライン」（平成22年4月農
林水産省策定）に準拠した一定水準以上のGAPの普及・拡大を推進するとともに、輸出促進やイ
ンバウンド需要への対応のため、国際的にも通用するGAP認証の取得促進等の取組を行っている
ことや、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会では、大会開催基本計画において、
「持続可能で環境に優しい食料を使用する取り組みを実行すること」が謳われ、これに対応でき
るGAPの取組の重要性は増していくこと等が紹介されました。

一定水準以上のGAPの普及率は増加傾向にあるものの、依然、低位な状況にとどまっており、
GAPの普及を加速化する必要があること等から、今後、関係者と連携してGAPの普及･拡大を強化
していくこと等が説明されました。

農産物
直売所

農産物
の加工

その他

http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/index.htmlGAPについての詳細は
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兵庫県内で活躍している農業男子！！、農業を愛する女子！！の活動
を取り上げ、青年就農者や農業法人で活躍する若い皆さん、これから
農業を志す皆さんのために「粋･意気 農業人」として紹介させていた
だきます。

兵庫県立農業大学校を卒業後、平成19年から野菜を中心とし
た経営を中山間地で開始した33歳の高野健太さん（佐用郡佐用
町）にお話を伺いました。

キャベツ周年供給実現へ若さで頑張っています！！

業の機械化による省力化を図りながら経営面積を増やし、年間を通してキャ
ベツを切れ目なく出荷出来る体制の充実を目指しています｡

キャベツはJA兵庫西を通じて主に市場へ出荷し、他には直売所、学校給食
の他、個別の注文にも応じて販売するなど、販路拡大にも挑戦しています。

その他、町内の若手農業者で組織している「佐用農業星産組合」にも積極
的に参加し、情報交換を行ったり、南光ひまわり祭り （今年は7月16日～7
月31日）では会のメンバーと地域おこしにも取り組んでいます。

中山間地域で圃場が小さいなど栽培条件は不利な地域です
が、水稲を１㏊、農薬の使用を控えながら周年出荷している
キャベツを2.5㏊栽培し、地元貢献の一環として水稲の農作業
受託にも取り組んでいます。

キャベツでは耐病性の強い品種の導入や作

女性が主人公の農業の実現を目指して！
北海道の酪農家の出身で、平成９年よりご主人の故郷である

宍粟市において共に農業に従事し、地元の若手農家女性のリー
ダーとして活躍されている、藤木悦子さん（宍粟市山崎町）に
お話を伺いました。

特にメロンは、関西では珍しい「札幌キング」という品種を北海道から取り寄せて栽培し、
「ゆめメロン」の名称で「ひょうご推奨ブランド」に認証され、栽培開始時から三木市の酪農
家さんにジェラートの原料として使っていただいているほか、口コミでも販路が拡大し、本年
からは地元のケーキ店とも取引を始めています。今後は、メロンを

水稲の他、露地で玉ねぎ、馬鈴薯、トウモロコシ等、施設で
メロン、トマト、きゅうり等を栽培し、地産地消を推進したい
との想いから、野菜は主にＪＡ兵庫西の旬彩蔵と地元の学校給
食用へも出荷しています。

パウダーやエキスに加工して新たな利用方法を模索しています。
また、食育活動にも力を入れ、小学生の農業体験も積極的に受け

入れています。
「農業の苦労を話し合える仲間が欲しかった」と若手農家女性グ

ループ「ふたば会」を立ち上げ、年に数回勉強会を開催し、経営の
分析や将来設計が出来る人、地域の声を農政へ届けることが出来る
人等の人材を育成することにも努力したいと語られました。

TPPに関する疑問にお答えします
農林水産省では、TPPに関してよくある疑問にお答えするためリーフレット「TPPに関する疑問

にお答えします」を作成しました。このリーフレットでは、TPPや平成30年以降の米政策等につい
て寄せられる疑問等について分かりやすく説明しています。是非ご覧下さい。

リーフレットは、農林水産省ホームページからご覧下さい。
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/tpp/index.html
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農政に関するご相談、事業や制度へのご質問などがございましたら、お気軽に地方参事官ホットラ
インまでお問い合わせ下さい。 また、H-SATTに対するご意見等もお待ちしてています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

2016.07

編集後記

H-SATTも第4号。色々と改良しながら手探りで取り組んできましたが、読まれた感想はいかがでしょうか？
日に日に暑くなりますが、熱中症等に気をつけて、良い夏をお過ごし下さい。

需要に応じた米生産を推進しています！！
近畿農政局兵庫県拠点では、各地域の農業再生協議会と一体となって、需要に応じた米生産等

を推進しており、今年産の飼料用米等の取組計画の受付けを６月末に完了し、また、農会長等関
係者のご協力の下、経営所得安定対策等の受付けも終了しました。

申請状況等は、現在取りまとめ中であり、全国の状況が取りまとまった段階で公表される予定
です。申請内容の確認等にあたっては、各地域の農業再生協議会等と一体となって今後取り組む
こととしておりますので、引き続き関係者の皆様方のご協力をお願い致します。

ご存知ですか？自分に合った農業支援策を探せます！
農林水産省では､農林漁業者、関係者等が自ら支援策等を探すことができる

「補助金等の逆引き事典」をホームページ上で公開しています。

「農業編」､「林業編」､「水産業編」があり、補助金や融資等、分野を選択
し条件を指定し検索すると補助金等、事業の情報が表示されます。

お知りになりたい事業を選択いただくことで事業内容や問い合わせ先等をご
確認いただけます。

「逆引き辞典」は、農林水産省トップページまたは、以下のアドレスからご利用下さい。
https://www.gyakubiki.maff.go.jp/

水稲調査へのご協力のお願い
農林水産省では、米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針及び米穀の需給見通しのための

資料や食料･農業･農村基本計画における生産努力目標の策定や達成状況検証のための資料等を作
成するため、毎年、水稲調査を実施しています。

水稲調査では、水稲の生育・作柄概況、予想収穫量及び
収穫量を算出するために、無作為で抽出した水田において
茎数、草丈、穂数及びもみ数を測定します。

また、収穫期には調査箇所ごとに１㎡分の稲の刈り取り･
実測を行い、収穫量調査のデータとして利活用しています｡

水稲調査の対象に抽出された農家の方々等に対しては、
農林水産省の職員が調査協力のお願いに参りますので、ご
協力方よろしくお願いします。 国の職員による水稲調査の様子

H-SATTのメール配信を開始します
近畿農政局兵庫県拠点では、各種情報等を幅広い方にご覧いただくために、H-SATTのメール配

信を開始します。
メール配信をご希望の方は、ホームページ上で必要事項を記入の上、お申し込み下さい。

http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/mail_magazine.html詳細は

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177


